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令
和
六
年
度
鳥
取
県
立
図
書
館
特
別
資
料
展

「
平
安
時
代
の
物
語
文
学
―
―
読
み
継
が
れ
た
源
氏
物
語
と
池
田
亀
鑑
―
―
」
展
（2024.8.24

～9.29

）

郷
土
文
化
講
演
会
（
令
和
六
年
〈
二
〇
二
四
〉
九
月
一
日
〈
日
〉
十
一
月
三
十
日
〈
土
〉）

於

鳥
取
県
立
図
書
館

平
安
文
学
の
人
物
像
に
つ
い
て
―
―
史
実
に
相
照
ら
し
て
―
―流

通
経
済
大
学

高
橋
由
記

◆
『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
が
書
か
れ
た
一
条
朝

今
回
、
関
連
す
る
文
学
作
品
、
史
料
、
人
物

▼
文
学
作
品

『
枕
草
子
』（
清
少
納
言
）

『
紫
式
部
日
記
』
（
紫
式
部
）

『
栄
花
物
語
』（
赤
染
衛
門
？
）
←
今
回
、
展
示
あ
り

『
大
鏡
』
←
今
回
、
展
示
あ
り

他

▼
古
記
録

『
小
右
記
（
し
ょ
う
ゆ
う
き
）
』
（
藤
原
実
資
の
日
記
）

『
御
堂
関
白
記
（
み
ど
う
か
ん
ぱ
く
き
）
』（
藤
原
道
長
の
日
記
）

『
権
記
（
ご
ん
き
）
』
（
権
大
納
言
〈
ご
ん

だ
い
な
ご
ん
〉
藤
原
行
成
〈
九
七
二
～
一
〇
二
七
年
、
56

歳
〉
の
日
記
）

▼
人
物

清
少
納
言
（
九
六
六
年
？
～
没
年
未
詳
）

紫
式
部
（
九
七
〇
年
以
降
～
一
〇
一
九
以
降
）

＊
紫
式
部
の
生
年
に
は
諸
説
あ
り
。

藤
原
定
子
（
九
七
七
～
一
〇
〇
〇
年
、

歳
）

24

藤
原
伊
周
（
こ
れ
ち
か
）（
九
七
四
～
一
〇
一
〇
年
、

歳
）

37

藤
原
道
長
（
九
六
六
～
一
〇
二
七
年
、

歳
）

62

藤
原
彰
子
（
九
八
八
～
一
〇
七
四
年
、

歳
）

87

藤
原
実
資
（
さ
ね
す
け
）（
九
五
七
～
一
〇
四
六
年
、

歳
）

90

●
清
少
納
言
（
本
名
不
明
）

九
六
六
年
（
康
保
二
）
？
～
没
年
未
詳

清
原
元
輔
（
九
〇
八
～
九
九
〇
）
の
娘
。「
清
／
少
納
言
」
の
「
清
」
は
、
名
字
か
ら
。

父
の
元
輔
（
『
百
人
一
首
』
四
十
二
番
歌
「
契
り
き
な

か
た
み
に
袖
を

し
ぼ
り
つ
つ

末
の
松
山

浪

越
さ
じ
と
は
」
の
作
者
）
、
曾
祖
父
の
深
養
父
（
『
百
人
一
首
』
三
十
六
番
歌
「
夏
の
夜
は

ま
だ

宵
な
が
ら

明
け
ぬ
る
を

雲
の
い
づ
く
に

月
宿
る
ら
む
」
の
作
者
）
は
有
名
な
歌
人
。

十
代
で
、
橘
則
光
と
結
婚
し
一
男
を
生
む
が
離
婚
し
、
九
九
三
年
（
正
暦
四
）
冬
（
二
十
八
歳
？
）
に
、

中
宮
定
子
の
も
と
に
出
仕
。

2024.11.30（土）郷土文化講演会 資料
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●
紫
式
部
（
本
名
不
明
）

九
七
〇
年
（
天
禄
元
）
以
降
～
一
〇
一
九
年
（
寛
仁
三
）
以
降
没

藤
原
為
時
（
九
四
九
？
～
一
〇
二
九
？
）
の
娘
。

九
九
八
年
こ
ろ
（
二
十
代
後
半
）
、
年
の
離
れ
た
藤
原
宣
孝
（
？
～
一
〇
〇
一
）
と
結
婚
。
娘
賢
子
（
の

ち
の
、
大
弐
三
位
）
を
生
む
。
宣
孝
没
後
に
『
源
氏
物
語
』
を
書
き
始
め
た
か
。

一
〇
〇
五
年
（
寛
弘
二
）（
一
〇
〇
六
年
説
も
あ
る
）
十
二
月
二
十
九
日
、
中
宮
彰
子
の
も
と
に
出
仕
。

◆
一
条
朝
と
い
う
時
代

●
一
条
天
皇
（
六
十
六
代
天
皇
）

九
八
〇
年
（
天
元
三
）
～
一
〇
一
一
年
（
寛
弘
八
）、

歳
。

32

在
位
は
九
八
六
年
（
寛
和
二
）
～
一
〇
一
一
年
。

父
は
、
六
十
四
代
円
融
天
皇
（
九
五
九
～
九
九
一
年
、

歳
）
。

33

母
は
、
藤
原
詮
子
（
東
三
条
院
）（
九
六
二
～
一
〇
〇
一
年
、

歳
）。

40

●
一
条
天
皇
の
キ
サ
キ
：
父
の
官
職
は
、
最
終
官

皇
后

藤
原
定
子
（
九
七
七
～
一
〇
〇
〇
年
、

歳
）：
関
白
道
隆
女

24

中
宮

藤
原
彰
子
（
九
八
八
～
一
〇
七
四
年
、

歳
）：
摂
政
太
政
大
臣
道
長
女

87

女
御

藤
原
義
子
（
九
七
四
～
一
〇
五
三
年
、

歳
）：
太
政
大
臣
公
季
女

80

女
御

藤
原
元
子
（
？
）：
左
大
臣
顕
光
女

女
御

藤
原
尊
子
（
九
八
四
～
一
〇
二
二
年
、

歳
）：
関
白
道
兼
女

39

（

）

清
少
納
言
の
主

道
隆

定
子

詮
子

一
条
天
皇

66

道
長

彰
子

（
紫
式
部
の
主
）

道
隆

定
子

詮
子

一
条
天
皇

66

円
融
天
皇

64
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◆
略
年
表

西
暦
（
和
暦
）

事
項

九
六
六
年
（
康
保
三
）

道
長
、
生
。

清
少
納
言
、
生
か
。

九
七
〇
年
（
天
禄
元
）

紫
式
部
、
生
か
。

九
七
七
年
（
貞
元
二
）

定
子
、
生
。

九
八
〇
年
（
天
元
三
）

一
条
天
皇
、
生
。

九
八
六
年
（
寛
和
二
）

一
条
天
皇
（
７
歳
）、
即
位
。

九
八
八
年
（
永
延
二
）

道
長
娘
の
彰
子
、
生
。

九
九
〇
年
（
正
暦
元
）

定
子
（

歳
）、
一
条
天
皇
（

歳
）
の
も
と
に
入
内
。

14

11

定
子
、
中
宮
に
な
る
。

九
九
三
年
（
正
暦
四
）

冬

清
少
納
言
（

歳
）、
定
子
（

歳
）
の
も
と
に
出
仕
か
。

28

17

九
九
五
年
（
長
徳
元
）

４
月

道
隆
（

歳
。
定
子
の
父
）
没
。

43

（
伊
周

歳
と
道
長

歳
の
政
権
争
い
の
結
果
）
道
長
が
右
大
臣
に
な
る
。

22

30

九
九
六
年
（
長
徳
二
）

伊
周
（

歳
）、
隆
家
（

歳
）
＝
定
子
の
兄
弟
、
左
遷
。

23

18

定
子
（

歳
）、
自
ら
髪
を
切
る
。

20

月

高
階
貴
子
（

歳
く
ら
い
。
定
子
の
母
）
没

10

40

月

定
子
、
脩
子
内
親
王
を
生
む
。

12こ
の
年
、
紫
式
部
は
父
藤
原
為
時
に
従
っ
て
、
越
前
国
に
下
る
。

九
九
七
年
（
長
徳
三
）

伊
周
・
隆
家
、
罪
を
赦
さ
れ
て
帰
洛
。

九
九
八
年
（
長
徳
四
）

こ
の
年
、
紫
式
部
は
藤
原
宣
孝
と
結
婚
か
。

九
九
九
年
（
長
保
元
）

月

道
長
娘
の
彰
子
（

歳
）、
一
条
天
皇
（

歳
）
の
も
と
に
入
内
。

11

12

20

定
子
（

歳
）、
敦
康
親
王
を
生
む
。

23

こ
の
年
、
紫
式
部
は
娘
の
賢
子
を
生
む
か
。

一
〇
〇
〇
年
（
長
保
二
）

２
月

彰
子
（

歳
）、
中
宮
に
な
る
。
定
子
（

歳
）
は
皇
后
に
。

13

24

月

定
子
、
媄
子
内
親
王
を
生
み
、
翌
日
薨
。

12清
少
納
言
は
宮
仕
え
を
退
く
か
。

一
〇
〇
一
年
（
長
保
三
）

紫
式
部
の
夫
藤
原
宣
孝
没
。
こ
の
後
、
紫
式
部
は
『
源
氏
物
語
』
執
筆
か
。

一
〇
〇
五
年
（
寛
弘
二
）

月

紫
式
部
（

代
半
ば
）、
彰
子
（

歳
）
の
も
と
に
出
仕
。

12

30

18

一
〇
〇
八
年
（
寛
弘
五
）

９
月

彰
子
（

歳
）、
敦
成
親
王
（
の
ち
の
後
一
条
天
皇
）
を
生
む
。

21

月

公
任
が
紫
式
部
に
話
し
か
け
る
（
＝
『
源
氏
物
語
』
が
確
認
で
き
る

11

初
例
）

一
〇
〇
九
年
（
寛
弘
六
）

月

彰
子
（

歳
）、
敦
良
親
王
（
の
ち
の
後
朱
雀
天
皇
）
を
生
む
。

11

22

一
〇
一
〇
年
（
寛
弘
七
）

藤
原
伊
周
（

歳
）
没
。

37

一
〇
一
一
年
（
寛
弘
八
）

一
条
天
皇
（

歳
）
崩
。

32

三
条
天
皇
（

歳
）
即
位
。

36

一
〇
一
六
年
（
長
和
五
）

彰
子
の
生
ん
だ
後
一
条
天
皇
（
９
歳
）
即
位
。
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◆
紫
式
部
と
『
源
氏
物
語
』

紫
式
部
に
は
、
三
文
学
作
品
が
残
っ
て
い
る
。（
三
作
品
は
珍
し
い
）

・
『
紫
式
部
日
記
』
←
一
〇
〇
八
年
（
寛
弘
五
）
九
月
の
中
宮
彰
子
の
出
産
に
つ
い
て
の
記
事
な
ど
。
日

記
文
学
作
品
。
紫
式
部
が
、
『
源
氏
物
語
』
作
者
で
あ
ろ
う
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

・
『
紫
式
部
集
』
←
紫
式
部
に
関
わ
る
和
歌
の
集

・
『
源
氏
物
語
』
←
作
り
物
語

◆
『
紫
式
部
日
記
』

●
一
〇
〇
八
年
（
寛
弘
五
）
十
一
月
一
日
（
＝
彰
子
所
生
の
敦
成
〈
あ
つ
ひ
ら
〉
親
王
五
十
日
の
祝
）

紫
式
部
、
公
任
（
当
時
、
中
納
言
兼
左
衛
門
督
。

歳
）
に
話
し
か
け
ら
れ
る
。

43

▼
原
文

左
衛
門
督
、
「
あ
な
か
し
こ
、
こ
の
わ
た
り
に
、
若
紫
や
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
、
う
か
が
ひ
た
ま
ふ
。
源
氏

に
似
る
べ
き
人
も
見
え
た
ま
は
ぬ
に
、
か
の
上
は
、
ま
い
て
い
か
で
も
の
し
た
ま
は
む
と
、
聞
き
ゐ
た
り
。

（
Ｐ
１
６
５
）

▼
現
代
語
訳

左
衛
門
督
（
＝
公
任
）
様
が
「
失
礼
で
す
が
、
こ
の
あ
た
り
に
、
若
紫
は
お
い
で
で
す
か
？
」
と
几
帳

の
間
か
ら
お
の
ぞ
き
に
な
る
。
源
氏
の
君
に
似
て
い
る
方
も
お
見
え
に
な
ら
な
い
の
に
、
ま
し
て
紫
の
上

が
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
と
、
私
は
聞
い
て
い
た
。

●
一
〇
〇
九
年
（
寛
弘
六
）
の
出
来
事
か
？

一
条
天
皇
が
、
紫
式
部
の
才
を
褒
め
る
。

▼
原
文

内
裏
（
う
ち
）
の
上
（
＝
一
条
天
皇
）
の
、
源
氏
の
物
語
人
に
読
ま
せ
た
ま
ひ
つ
つ
聞
こ
し
め
し
け
る

に
、
「
こ
の
人
は
日
本
紀
を
こ
そ
読
み
た
る
べ
け
れ
。
ま
こ
と
に
才
（
ざ
え
）
あ
る
べ
し
」
と
、
の
た
ま

は
せ
け
る
を
、（
Ｐ
２
０
８
）

▼
現
代
語
訳

一
条
天
皇
が
、『
源
氏
物
語
』
を
人
に
読
ま
せ
な
さ
っ
て
お
聞
き
に
な
っ
て
い
た
と
き
に
、
こ
の
人
（
＝

紫
式
部
）
は
日
本
紀
を
読
ん
で
い
る
よ
う
だ
ね
。
本
当
に
学
識
が
あ
る
ら
し
い
」
と
仰
っ
た
の
を
、
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◆
清
少
納
言
と
紫
式
部

清
少
納
言
と
紫
式
部
は
、
ラ
イ
バ
ル
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
出
仕
先
（
清
少
納
言
の
出
仕
先
は
、
皇
后
定
子
／
紫
式
部
の
出
仕
先
は
、
中
宮
彰
子
）
＊
系
図
参
照

→
た
だ
し
、
清
少
納
言
が
宮
仕
え
を
退
い
た
後
に
、
紫
式
部
は
出
仕
し
た
の
で
、
清
少
納
言
と
紫
式
部
の

二
人
が
直
接
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。

●
『
紫
式
部
日
記
』
に
み
る
、
清
少
納
言
評

▼
原
文

清
少
納
言
こ
そ
、
し
た
り
顔
に
い
み
じ
う
は
べ
り
け
る
人
。
さ
ば
か
り
賢
（
さ
か
）
し
だ
ち
、
真
名
書

き
散
ら
し
て
は
べ
る
ほ
ど
も
、
よ
く
見
れ
ば
、
ま
だ
い
と
足
ら
ぬ
こ
と
多
か
り
。
か
く
、
人
に
異
な
ら
む

と
思
ひ
好
め
る
人
は
、
必
ず
見
劣
り
し
、
行
末
う
た
て
の
み
は
べ
れ
ば
、
艶
に
な
り
ぬ
る
人
は
、
い
と
す

ご
う
す
ず
ろ
な
る
を
り
も
、
も
の
の
あ
は
れ
に
す
す
み
、
を
か
し
き
こ
と
も
見
過
ぐ
さ
ぬ
ほ
ど
に
、
お
の

づ
か
ら
さ
る
ま
じ
く
あ
だ
な
る
さ
ま
に
も
な
る
に
は
べ
る
べ
し
。
そ
の
あ
だ
に
な
り
ぬ
る
人
の
果
て
、
い

か
で
か
は
良
く
は
べ
ら
む
。（
Ｐ
２
０
２
）

▼
現
代
語
訳

清
少
納
言
は
実
に
得
意
顔
を
し
て
偉
そ
う
に
し
て
い
た
人
で
す
。
あ
れ
ほ
ど
利
口
ぶ
っ
て
漢
字
を
書
き

ち
ら
し
て
お
り
ま
す
程
度
も
、
よ
く
見
れ
ば
ま
だ
足
り
な
い
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
人

よ
り
特
別
に
勝
れ
よ
う
と
思
い
、
ま
た
そ
う
振
る
舞
い
た
が
る
人
は
、
き
っ
と
後
に
は
見
劣
り
が
し
、
ゆ

く
ゆ
く
は
悪
く
な
っ
て
ゆ
く
も
の
で
す
か
ら
、
い
つ
も
風
流
ぶ
っ
て
い
て
そ
れ
が
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た

人
は
、
寂
し
く
つ
ま
ら
な
い
と
き
で
も
、
し
み
じ
み
と
感
動
し
て
い
る
よ
う
に
振
る
舞
い
、
興
あ
る
こ
と

も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と
よ
く
な
い
浮
薄
な
態
度
に
も
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

う
い
う
浮
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
行
く
末
が
、
ど
う
し
て
よ
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

◆
『
枕
草
子
』

・
清
少
納
言

・
日
本
三
大
随
筆
の
ひ
と
つ

・
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」

＊
『
枕
草
子
』
は
、
章
段
（
し
ょ
う
だ
ん
）
と
呼
ば
れ
る
、
小
さ
な
区
切
り
の
集
ま
り
。
『
枕
草
子
』
に

は
約
三
百
の
章
段
が
あ
る
。

＊
『
枕
草
子
』
の
章
段
数
は
、
注
釈
書
（
出
版
社
）
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
『
枕
草
子
』

は
章
段
数
だ
け
で
は
な
く
、
章
段
の
冒
頭
と
、
ど
の
注
釈
書
に
依
っ
た
の
か
を
記
す
必
要
が
あ
る
。

『
枕
草
子
』
の
内
容
は
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

１
、
類
聚
的
章
段
―
―
「
…
…
は
」「
…
…
も
の
」

２
、
日
記
的
章
段
―
―
清
少
納
言
の
見
聞
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
。
実
在
人
物
が
多
く
登
場
。

３
、
随
想
的
章
段
―
―
「
１
」「
２
」
以
外
の
章
段
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◆
『
枕
草
子
』
に
記
さ
れ
る
中
宮
定
子
と
伊
周

＊
定
子
は
、
一
〇
〇
〇
年
（
長
保
二
）
二
月
に
中
宮
か
ら
皇
后
と
な
っ
た
（
彰
子
が
、
新
た
に
中
宮
に
立

っ
た
た
め
）。
そ
れ
以
前
は
中
宮
。

●
一
七
七
段
「
宮
に
は
じ
め
て
ま
ゐ
り
た
る
こ
ろ
」

＊
九
九
三
年
（
正
暦
四
）
冬
の
こ
と
か
？
（
定
子

歳
、
伊
周

歳
、
清
少
納
言

歳
？
）

17

20

28

▼
原
文

宮
に
は
じ
め
て
ま
ゐ
り
た
る
こ
ろ
、
物
の
は
づ
か
し
き
事
の
数
知
ら
ず
、
涙
も
落
ち
ぬ
べ
け
れ
ば
、
…

…
い
と
冷
た
き
こ
ろ
な
れ
ば
、
さ
し
出
で
さ
せ
た
ま
へ
る
御
手
の
は
つ
か
に
見
ゆ
る
が
、
い
み
じ
う
匂
ひ

た
る
薄
紅
梅
な
る
は
、
限
り
な
く
め
で
た
し
と
、
…
…
「
か
か
る
人
こ
そ
は
、
世
に
お
は
し
ま
し
け
れ
」

と
、
驚
ろ
か
る
る
ま
で
ぞ
目
守
（
ま
も
）
ら
す
る
。
…
…

大
納
言
殿
（
＝
伊
周
）
の
ま
ゐ
り
た
ま
へ
る
な
り
け
り
。
御
直
衣
、
指
貫
の
紫
の
色
、
雪
に
映
え
て
い

み
じ
う
を
か
し
。
柱
も
と
に
ゐ
た
ま
ひ
て
、

（
伊
周
）「
昨
日
今
日
、
物
忌
に
侍
り
つ
れ
ど
、
雪
の
い
た
く
降
り
は
べ
り
つ
れ
ば
、
覚
束
な
さ
に
な
む
」

と
申
し
た
ま
ふ
。

（
定
子
）
「
『
道
も
な
し
』
と
思
ひ
つ
る
に
い
か
で
」
と
ぞ
御
答
（
い
ら
）
へ
あ
る
。
う
ち
笑
ひ
た
ま
ひ

て
、

（
伊
周
）
「
『
あ
は
れ
と
』
も
や
御
覧
ず
る
と
て
」
な
ど
の
た
ま
ふ
御
有
様
ど
も
、
こ
れ
よ
り
何
事
か
は

ま
さ
ら
む
。
物
語
に
い
み
じ
う
口
に
ま
か
せ
て
言
ひ
た
る
に
、
違
（
た
が
）
は
ざ
め
り
と
お
ぼ
ゆ
。
（
Ｐ

３
０
６
～
）

▼
現
代
語
訳

〔
私
、
清
少
納
言
が
〕
中
宮
定
子
様
の
と
こ
ろ
に
初
め
て
参
上
し
た
頃
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
が
数
多
く

あ
っ
て
、
涙
も
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
…
…
と
て
も
冷
た
い
頃
だ
っ
た
の
で
、
袖
か
ら
出
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
〔
定
子
様
の
〕
御
手
が
す
こ
し
見
え
る
の
だ
が
、
と
て
も
美
し
い
薄
紅
梅
色
な
の
は
、
本
当
に
す

ば
ら
し
い
と
、
…
…
「
こ
ん
な
方
が
、
こ
の
世
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ん
て
」
と
、
驚
く
ほ
ど
見
つ
め
て
し

ま
っ
た
。
…
…

〔
関
白
殿
道
隆
様
で
は
な
く
〕
大
納
言
伊
周
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
っ
た
。
〔
伊
周
様
の
〕
御
直

衣
や
指
貫
の
紫
の
色
が
、
雪
に
映
え
て
と
て
も
す
ば
ら
し
い
。
〔
伊
周
様
は
〕
柱
の
わ
き
に
お
座
り
に
な

っ
て
、

（
伊
周
）
「
昨
日
と
今
日
は
、
私
は
物
忌
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
雪
が
と
て
も
降
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

宮
様
が
ど
う
し
て
お
い
で
の
か
と
、
気
が
か
り
で
、
こ
こ
に
参
り
ま
し
た
」
と
仰
る
。

（
定
子
）
「
ま
あ
、
『
（
雪
が
降
り
積
も
っ
て
）
道
も
な
い
』
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
ど
う
し
て
」

と
〔
定
子
様
が
〕
御
返
答
な
さ
る
。
す
る
と
、〔
伊
周
様
は
〕
お
笑
い
に
な
っ
て
、

（
伊
周
）
「
宮
様
が
『
（
今
日
訪
ね
て
き
た
私
を
）
殊
勝
な
者
だ
と
』
お
思
い
く
だ
さ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
て
。」
な
ど
と
仰
る
お
二
人
の
御
様
子
は
、
こ
れ
以
上
の
も
の
が
あ
ろ
う
か
。

物
語
で
口
か
ら
出
放
題
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
こ
と
と
一
緒
だ
わ
、
と
〔
私
は
〕
思
っ
た
。

→
定
子
と
伊
周
の
会
話
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
次
の
、
平
兼
盛
の
和
歌
。

◎
山
里
は

雪
降
り
積
み
て

道
も
な
し

今
日
来
む
人
を

あ
は
れ
と
は
見
む
（
拾
遺
集
・
冬
・
二
五
一
）
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◆
古
記
録
に
み
る
、
貴
族
社
会
の
定
子
へ
の
批
判

●
『
小
右
記
（
し
ょ
う
ゆ
う
き
）
』
（
小
野
宮
右
大
臣
〈
お
の
の
み
や

う
だ
い
じ
ん
〉
藤
原
実
資
〉
の
日

記
。
道
長
に
批
判
的
な
記
述
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

１
、
九
九
〇
年
（
正
暦
元
）
九
月
三
十
日
条
（
同
年
十
月
五
日
に
、
定
子
が
立
后
）

右
頭
中
将
（
＝
伊
周
）
、
以
言
を
使
は
し
、
立
后
の
時
の
儀
式
の
日
記
を
借
る
。
…
…
「
来
月
五
日
、

其
の
事
有
る
べ
し
」
と
云
々
。
皇
后
四
人
の
例
、
往
古
、
聞
か
ざ
る
事
な
り
。

→
そ
れ
ま
で
、
「
后
」
は
三
人
（
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
后
）
ま
で
だ
っ
た
が
、
定
子
は
前
例
を
破
っ

て
の
、
四
人
目
の
后
。

＊
当
時
、「
皇
后
」
の
別
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
「
中
宮
」
を
、「
皇
后
」
と
は
別
と
み
な
し
た
。

２
、
九
九
六
年
（
長
徳
二
）
五
月
二
日
条
（
前
日
、
在
所
を
捜
索
さ
れ
る
。
定
子
が
髪
を
切
る
）

后
の
奉
為
（
お
ん
た
め
）
、
限
り
無
き
大
恥
な
り
。
又
、
云
は
く
、
「
『
后
（
＝
定
子
）
、
昨
日
、
出

家
し
給
ふ
』
と
云
々
。
事
、
頗
る
実
に
似
る
」
て
へ
り
。

３
、
九
九
七
年
（
長
徳
三
））
六
月
二
十
二
日
条
（
出
家
後
の
定
子
、
職
の
御
曹
司
に
入
る
）

今
夜
、
中
宮
（
＝
定
子
）
、
職
曹
司
に
参
り
給
ふ
。
天
下
、
甘
心
せ
ず
。
「
彼
の
宮
の
人
々
、
出
家

し
給
は
ざ
る
を
称
す
」
と
云
々
。
太
だ
希
有
の
事
な
り
。
外
記
、
行
啓
に
扈
従
す
べ
き
由
を
申
さ
し

む
。
然
れ
ど
も
候
ぜ
ず
。
行
啓
の
事
、
戸
部
、
承
り
行
な
ふ
。

４
、
九
九
九
年
（
長
保
元
）
八
月
九
日
（
定
子
、
出
産
の
た
め
に
、
平
生
昌
邸
に
出
御
）

「
今
日
、
中
宮
、
里
第
に
出
御
す
べ
し
。
而
る
に
上
卿
無
し
。
只
今
、
行
啓
に
供
奉
す
る
所
司
を
召

し
仰
す
べ
し
」
て
へ
り
。
「
左
府
、
払
暁
、
人
々
を
引
率
し
、
宇
治
の
家
〈
六
条
左
府
の
後
家
の
手

よ
り
買
領
せ
る
処
な
り
。
〉
に
向
か
ふ
。
今
夜
、
彼
の
家
に
渡
る
べ
し
」
と
云
々
。
行
啓
の
事
を
妨

ぐ
る
に
似
る
。
上
達
部
、
憚
る
所
有
り
て
、
内
に
参
ら
ざ
る
か
。

→
皇
后
が
、
出
産
の
た
め
に
出
御
し
た
が
、
同
日
、
道
長
が
宇
治
に
出
か
け
て
し
ま
い
、
多
く
の
公
卿
は

道
長
に
従
っ
た
。

●
『
御
堂
関
白
記
』
（
藤
原
道
長
の
日
記
）

九
九
九
年
（
長
保
元
）
十
一
月
一
日
、
道
長
女
彰
子
（

歳
）
入
内
。

12

十
一
月
七
日
、
彰
子
女
御
に
な
る
。
同
日
、
定
子
（

歳
）
第
一
皇
子
敦
康
親
王

23

出
産
。

一
〇
〇
〇
年
（
長
保
二
）
二
月
十
日
、
彰
子
里
第
に
下
が
る
（
立
后
の
た
め
）

二
月
十
一
日
、
定
子
が
内
裏
に
入
る
。
←
彰
子
退
下
の
翌
日
、
定
子
参
内

５
、
一
〇
〇
〇
年
（
長
保
二
）
二
月
十
一
日
条

東
河
に
出
で
て
神
馬
を
出
立
す
。
伊
祐
朝
臣
を
以
て
使
と
為
す
。
…
…
又
、
中
宮
、
内
に
参
り
給
ふ
。

神
事
の
日
、
如
何
。
事
、
毎
と
相
違
す
。

→
出
家
し
た
定
子
が
、
神
事
の
日
に
内
裏
に
入
る
こ
と
は
、
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
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◆
歴
史
物
語
（
栄
花
物
語
）
に
み
る
定
子
、
道
長

『
栄
花
物
語
』
（
正
編
三
十
巻
は
、
赤
染
衛
門
が
編
集
関
与
か
）
藤
原
道
長
の
栄
華
を
編
年
体
で
描
く
歴

史
物
語
。
全
四
十
巻
。

●
定
子
の
「
あ
は
れ
」（
多
数
）

①
、（
父
道
隆
没
後
、
一
条
天
皇
の
と
こ
ろ
に
、
新
た
に
、
二
人
の
女
御
が
入
内
し
て
）

中
宮
は
、
年
ご
ろ
か
か
る
こ
と
や
は
あ
り
つ
る
、
故
殿
の
一
所
お
は
せ
ぬ
故
に
こ
そ
あ
め
れ
と
、
あ

は
れ
に
の
み
思
さ
る
。
内
に
は
、
人
見
る
を
り
ぞ
と
い
ふ
や
う
に
、
今
め
か
し
う
、
何
ご
と
に
つ
け

て
も
中
宮
を
つ
ね
に
恋
し
う
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
た
ま
へ
り
。
（
巻
四
「
み
は
て
ぬ
ゆ
め
」
①
Ｐ
２
２

８
）

▼
現
代
語
訳

中
宮
（
＝
定
子
）
は
、
こ
れ
ま
で
こ
ん
な
こ
と
（
＝
他
の
女
性
の
入
内
）
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
故
殿
（
＝

道
隆
）
お
一
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う
と
、
悲
し
く
思
わ
れ
る
。
帝
（
＝
一
条
天
皇
）
は
、

人
目
が
多
く
な
っ
た
も
の
の
、
何
に
つ
け
て
も
中
宮
（
＝
定
子
）
を
つ
ね
に
恋
し
い
と
お
思
い
申
し
上
げ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

②
、
（
伊
周
隆
家
兄
弟
に
よ
る
、
花
山
院
放
射
事
件
が
起
き
、
処
罰
も
ま
も
な
く
と
い
う
噂
が
立
つ
。
定

子
は
、
第
一
子
懐
妊
中
）

（
定
子
）
「
さ
や
う
の
夢
を
も
見
ば
、
我
い
か
に
せ
む
、
い
か
で
た
だ
今
日
明
日
身
を
失
ふ
わ
ざ
も

が
な
」
と
、
思
し
嘆
け
ど
、
（
巻
五
「
浦
々
の
別
」
①
Ｐ
２
３
７
）

▼
現
代
語
訳

（
定
子
）「
そ
の
よ
う
な
悪
夢
（
＝
兄
弟
が
処
罰
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
）
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
な
ら
ば
、

私
は
ど
う
し
た
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
も
う
、
〔
そ
の
よ
う
な
悪
夢
を
見
る
前
に
〕
今
日
明
日
に
で
も
命
を

失
う
方
法
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
」
と
、
お
嘆
き
に
な
る
が
、

③
、（
伊
周
隆
家
兄
弟
が
処
罰
さ
れ
て
、
定
子
が
髪
を
切
る
）

宮
（
＝
定
子
）
は
御
鋏
し
て
御
手
づ
か
ら
尼
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
内
（
＝
一
条
天
皇
）
に
は
、「
こ

の
人
々
ま
か
り
ぬ
。
宮
は
尼
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
」
と
奏
す
れ
ば
、
「
あ
は
れ
、
宮
は
た
だ
に
も
お

は
し
ま
さ
ざ
ら
む
に
、
も
の
を
か
く
思
は
せ
た
て
ま
つ
る
こ
と
」
と
、
思
し
続
け
て
、
涙
こ
ぼ
れ
さ

せ
た
ま
へ
ば
、
忍
び
さ
せ
た
ま
ふ
。（
巻
五
「
浦
々
の
別
」
①
Ｐ
２
５
０
～
）

▼
現
代
語
訳

中
宮
（
＝
定
子
）
は
鋏
を
取
っ
て
、
ご
自
身
で
尼
に
お
な
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
帝
（
＝
一
条
天
皇
）

に
対
し
て
、
〔
報
告
者
が
〕
「
罪
人
（
＝
定
子
の
兄
弟
の
伊
周
と
隆
家
）
は
配
所
に
出
発
し
ま
し
た
。
中

宮
様
は
尼
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
」
と
申
し
上
げ
る
と
、
〔
一
条
天
皇
は
〕
「
あ
あ
、
中
宮
は
普
通
の
身
で
は

な
い
（
＝
懐
妊
中
）
の
に
、
こ
の
よ
う
に
物
思
い
を
さ
せ
申
す
こ
と
だ
」
と
、
お
思
い
続
け
て
、
涙
が
こ

ぼ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
お
隠
し
に
な
る
。
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●
道
長
の
卓
越
性
（
多
数
）

①
、（
一
条
朝
に
な
り
、
兼
家
が
摂
政
に
。
道
隆
、
道
兼
に
続
い
て
）
若
い
頃
の
道
長
の
様
子

五
郎
君
（
＝
道
長
）
、
三
位
中
将
に
て
、
御
か
た
ち
よ
り
は
じ
め
、
御
心
ざ
ま
な
ど
、
兄
君
た
ち
を

い
か
に
見
た
て
ま
つ
り
思
す
に
か
あ
ら
ん
、
ひ
き
た
が
へ
、
さ
ま
ざ
ま
い
み
じ
う
ら
う
ら
う
じ
う
雄
々

し
う
、
道
心
も
お
は
し
、
わ
が
御
方
に
心
よ
せ
あ
る
人
な
ど
を
、
心
こ
と
に
思
し
顧
み
、
は
ぐ
く
ま
せ

た
ま
へ
り
。
御
心
ざ
ま
す
べ
て
な
べ
て
な
ら
ず
、
あ
べ
き
か
ぎ
り
の
御
心
ざ
ま
な
り
。
后
宮
（
＝
詮
子
）

も
、
と
り
わ
き
思
ひ
き
こ
え
た
ま
ひ
て
、
わ
が
御
子
と
聞
え
た
ま
ひ
て
、
心
こ
と
に
何
ご
と
も
思
ひ
き

こ
え
さ
せ
た
ま
へ
り
。
た
だ
今
御
年
二
十
ば
か
り
に
お
は
す
る
に
、
た
は
ぶ
れ
に
あ
だ
あ
だ
し
き
御
心

な
し
。
そ
れ
は
御
心
の
ま
め
や
か
な
る
に
も
あ
ら
ね
ど
、
人
に
恨
み
ら
れ
じ
、
女
に
つ
ら
し
と
思
は
れ

ん
や
う
に
心
苦
し
か
べ
い
こ
と
こ
そ
な
け
れ
な
ど
思
し
て
、
お
ぼ
ろ
け
に
思
す
人
に
ぞ
、
い
み
じ
う
忍

び
て
も
の
な
ど
の
た
ま
ひ
け
る
。
か
う
や
ん
ご
と
な
き
御
心
ざ
ま
を
、
お
の
づ
か
ら
世
に
漏
り
聞
え
て
、

「
わ
れ
も
わ
れ
も
」
と
気
色
だ
ち
き
こ
ゆ
る
所
ど
こ
ろ
あ
れ
ど
、「
今
し
ば
し
、
思
ふ
心
あ
り
」
と
て
、

さ
ら
に
聞
き
入
れ
た
ま
は
ね
ば
、（
巻
三
「
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
」
Ｐ
１
４
５
）

▼
現
代
語
訳

〔
摂
政
兼
家
の
〕
五
男
（
＝
道
長
）
は
、
三
位
中
将
で
、
御
容
貌
を
は
じ
め
と
し
て
、
御
気
性
な
ど
も
、

兄
君
（
＝
道
隆
、
道
兼
）
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、
異
な
っ
て
い
て
、
何
事
も
巧
者
で

男
ら
し
く
、
道
心
も
お
あ
り
で
、
ご
自
身
に
好
意
を
持
つ
人
を
、
目
を
掛
け
庇
護
な
さ
っ
た
。
お
人
柄
も

す
ば
ら
し
い
。
后
宮
（
＝
姉
の
皇
后
詮
子
）
も
、
〔
道
長
を
〕
特
別
に
目
を
掛
け
て
、
自
身
の
御
子
と
申

し
上
げ
て
、
特
別
に
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
〔
道
長
は
〕
今
は
二
十
歳
く
ら
い
で
、
冗
談
に
も
浮
気
っ

ぽ
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
謹
直
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
に
恨
ま
れ
ま
い
、
女
性
に
薄
情
だ
と
思
わ
れ

る
こ
と
が
つ
ら
い
と
お
思
い
に
な
っ
て
、
特
別
な
女
性
に
対
し
て
、
人
目
に
立
た
な
い
よ
う
に
情
け
を
か

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
お
人
柄
な
の
で
、
自
然
と
世
間
の
評
判
と
な
っ
て
、「
我

が
家
の
婿
に
」
と
意
向
を
漏
ら
す
と
こ
ろ
は
方
々
に
あ
る
け
れ
ど
、
（
道
長
）
「
も
う
少
し
待
っ
て
ほ
し

い
。
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
」
と
い
っ
て
、
〔
縁
談
を
〕
聞
き
入
れ
な
い
の
で
、

②
、
道
長
の
位
も
浅
く
、
兄
た
ち
（
道
隆
、
道
兼
）
も
健
在
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
世
間
の
人
は
、
道
長
の

こ
と
を
格
別
な
人
だ
と
噂
し
て
い
る
。（
巻
三
「
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
」
Ｐ
１
６
４
）

③
、（
定
子
が
、
第
一
皇
女
脩
子
内
親
王
と
と
も
に
参
内
す
る
に
際
し
て
）

か
く
て
〔
定
子
が
〕
内
裏
に
参
ら
せ
た
ま
ふ
夜
は
、
大
殿
（
＝
道
長
）
、
さ
る
べ
き
御
前
参
る
べ
き

よ
し
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
み
な
参
り
た
り
。
殿
（
＝
道
長
）
の
御
心
ざ
ま
の
い
み
じ
う
あ
り
が
た
く
お

は
し
ま
す
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。（
巻
五
「
浦
々
の
別
」
①
Ｐ
２
７
７
）

→
『
小
右
記
』
九
九
七
年
六
月
二
十
二
日
条
（
前
掲

３
）
に
よ
る
と
、「
天
下
、
甘
心
せ
ず
」
だ
っ
た
。
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④
、（
彰
子
が
立
后
の
た
め
に
里
に
下
が
る
。
定
子
が
参
内
）

か
か
る
ほ
ど
に
、
内
裏
わ
た
り
つ
れ
づ
れ
に
思
さ
れ
て
、
「
こ
の
ひ
ま
に
い
か
で
か
一
の
宮
（
＝
敦

康
親
王
）
見
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
思
し
め
せ
ど
、
よ
ろ
づ
つ
つ
ま
し
う
て
、
え
の
た
ま
は
せ
ぬ
に
、

殿
（
＝
道
長
）
、
「
こ
の
ご
ろ
こ
そ
一
の
御
子
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
は
め
」
と
奏
さ
せ
た
ま
へ
ば
、

〔
一
条
天
皇
は
〕
い
と
う
れ
し
く
思
し
召
さ
れ
て
、
…
…
二
月
つ
ご
も
り
に
〔
定
子
は
〕
参
ら
せ
た

ま
ふ
。
御
輿
な
ど
も
こ
と
ご
と
し
け
れ
ば
、
一
の
宮
（
＝
敦
康
親
王
）
参
ら
せ
た
ま
ふ
御
迎
へ
に
と

て
、
大
殿
（
＝
道
長
）
の
唐
の
御
車
を
ぞ
率
て
ま
ゐ
れ
る
、
そ
れ
に
宮
（
＝
定
子
）
も
姫
君
（
＝
脩

子
内
親
王
）
や
も
が
て
奉
れ
る
。
…
…
殿
の
御
心
ざ
ま
あ
さ
ま
し
き
ま
で
あ
り
が
た
く
お
は
し
ま
す

を
、
世
に
め
で
た
き
こ
と
に
申
す
べ
し
。
帥
殿
（
＝
伊
周
）
も
、
わ
が
御
心
の
い
か
な
れ
ば
に
か
、

「
い
と
思
は
ず
な
り
け
る
殿
の
御
心
か
な
。
女
御
（
＝
彰
子
）
参
り
た
ま
ひ
て
後
は
、
よ
も
と
こ
そ

思
ひ
き
こ
え
つ
る
に
、
一
の
宮
の
御
迎
へ
の
有
様
な
ど
ぞ
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
か
り
け
る
御
心
な

り
け
り
。
わ
れ
ら
は
し
も
え
か
く
は
あ
ら
じ
か
し
」
と
ぞ
、
内
々
に
は
聞
え
た
ま
ひ
け
る
。
（
巻
六

「
か
が
や
く
藤
壺
」
Ｐ
３
０
８
～
）

▼
現
代
語
訳

こ
の
間
（
＝
彰
子
退
出
の
間
）
、
一
条
天
皇
は
所
在
な
く
お
思
い
に
な
っ
て
、
「
こ
の
機
会
に
、
ど
う
に

か
し
て
一
の
宮
（
＝
敦
康
親
王
）
に
会
い
た
い
」
と
お
思
い
に
な
る
け
れ
ど
、
何
事
も
遠
慮
な
さ
れ
て
、

仰
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
と
、
殿
（
＝
道
長
）
は
「
こ
の
機
会
に
、
一
の
宮
（
＝
敦
康
親
王
）
に
お

会
い
に
な
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
と
」
と
奏
上
す
る
の
で
、
〔
一
条
天
皇
は
〕
と
て
も
嬉
し
く
お
思
い
に
な
り

…
…
二
月
末
に
〔
定
子
は
〕
参
内
し
た
。
御
輿
も
大
袈
裟
な
の
で
、
一
の
宮
の
お
迎
え
と
い
う
こ
と
で
、

大
殿
（
＝
道
長
）
が
遣
わ
し
た
唐
庇
の
御
車
で
、
そ
れ
に
中
宮
定
子
も
、
姫
宮
（
＝
脩
子
内
親
王
）
も
お

乗
り
に
な
る
。
…
…
殿
（
＝
道
長
）
の
ご
配
慮
は
滅
多
に
な
い
こ
と
を
、
世
間
で
は
褒
め
る
に
違
い
な
い
。

帥
殿
（
＝
伊
周
）
も
、
ご
自
身
と
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、「
本
当
に
思
い
も
よ
ら
な
い
殿
（
＝
道
長
）

の
お
心
だ
。
女
御
（
＝
彰
子
）
が
入
内
し
た
後
は
、
ま
さ
か
、
こ
ん
な
お
心
配
り
は
な
い
と
思
っ
て
い
た

の
に
、
一
の
宮
の
お
迎
え
の
有
様
な
ど
、
本
当
に
滅
多
に
な
い
ご
配
慮
だ
。
私
だ
っ
た
ら
、
と
て
も
こ
ん

な
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
内
々
に
は
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
。

→
道
長
が
、
定
子
の
参
内
を
「
神
事
の
日
、
如
何
」
と
書
い
た
こ
と
は
有
名
（
『
御
堂
関
白
記
』
〈
一
〇

〇
〇
年
二
月
十
一
日
。
前
掲

５
）。
こ
の
描
写
は
、
史
実
と
異
な
る
。

『
紫
式
部
日
記
』
『
枕
草
子
』
『
栄
花
物
語
』
は
、
小
学
館

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
り
、
私
に
表
記
等
を
改
め
た
。

『
小
右
記
』
『
御
堂
関
白
記
』
の
読
み
下
し
は
、
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
摂
関
期
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（https://w
w

w
.nichibun.ac.jp/ja/db/category/heian-diaries/

）

に
よ
る
。


